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私
は
学
生
時
代
の
終
わ
り
頃
、

郷
土
の
大
先
輩
小
松
原
栄
太
郎
先
生
の 

伝
記
編
纂
を
手
伝
っ
て
、

犬
養
木
堂
先
生
に
度
々
お
目
に
か
か
っ
た
こ
と
が

あ
る
が
、
美
土
路
先
生
と
の
初
対
面
で
、
犬
養
先
生
そ
っ
く
り
だ
な
と
感
じ
た
。

小
柄
な
と
こ
ろ
も
似
て
い
ら
れ
る
が
、

そ
の
若
い
者
に
対
す
る
応
待
が
主
客 

長
幼
の
差
を
感
じ
さ
せ
な
い
、
引
き
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
話
し
振
り
で
、

大
変 

感
じ
入
っ
て
爾
来
亡
く
な
ら
れ
る
ま
で
師
事
し
て
来
た
の
で
あ
る
。 

 

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
先
生
を
中
心
に
し
て
時
局
を
談
ず
る
会
合
を 

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
同
県
出
身
の
軍
、

官
、

民
の
若
手
が
二
十
人
ば
か
り
、 

毎
月
一
回
ぐ
ら
い
集
ま
っ
た
。

い
つ
と
は
な
し
に
無
名
会
と
呼
ぶ
よ
う
に 

な
っ
た
。

第
一
次
世
界
大
戦
か
ら
、

昭
和
二
、

三
年
（
一
九
二
七
、

一
九
二
八 

年
）
の
金
融
恐
慌
、
物
価
下
落
、

テ
ロ
流
行
、
満
州
事
変
、

軍
閥
の
急
台
頭
、 

国
際
連
盟
脱
退
、

日
中
衝
突
な
ど
の
激
動
期
の
中
で
、

わ
れ
わ
れ
若
い
者
が 

縦
横
に
議
論
し
つ
つ
、

先
生
の
指
導
を
受
け
た
こ
と
は
、
私
の
時
局
を
見
る
眼 

を
大
き
く
開
い
て
く
れ
た
。
（
中
略
）
日
ペ
リ
、

全
日
空
を
通
じ
て
、

先
生
と 

と
も
に
い
る
時
は
、

文
字
通
り
、
春
風
に
坐
す
、
と
い
っ
た
感
じ
で
あ
っ
た
。 

先
生
は
部
下
の
功
を
奪
わ
れ
な
い
と
い
う
よ
り
、

ご
自
身
の
功
を
す
べ
て 

部
下
に
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
困
難
な
仕
事
を
命
ぜ
ら
れ
る
と
、
こ
っ
そ
り 

根
回
し
を
し
て
お
い
て
、

成
功
す
る
と
知
ら
ん
顔
を
し
て
、

よ
く
や
っ
て 

く
れ
た
、
君
で
な
く
て
は
出
来
な
い
こ
と
だ
、

な
ど
と
賞
め
ら
れ
る
。

あ
と
で

先
生
の
根
回
し
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
と
き
、
誰
も
穴
に
も
入
り
た
い
気
持
ち
に 

な
る
が
、
い
よ
い
よ
先
生
の
有
難
さ
を
知
る
の
で
あ
っ
た
。 

 

先
生
は
ま
た
、
ど
ん
な
大
事
件
が
起
き
て
も
、

顔
色
一
つ
変
え
ら
れ
る
こ
と
は 

な
か
っ
た
。

泰
然
と
し
て
、

適
切
な
指
示
を
さ
れ
た
。

先
生
は
ま
た
囲
碁
を 

嗜
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
せ
い
か
、

仕
事
で
も
先
の
先
を
よ
く
読
ん
で
お
ら
れ
た
。 

私
達
が
何
で
あ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
の
か
と
怪
し
ん
で
い
る
と
、

後
で 

ハ
ハ
ー
と
得
心
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
度
々
あ
っ
た
。 

岡
崎
嘉
平
太
著
『
私
の
記
録
』
（
東
方
書
店
一
九
七
九
年
発
行
）
よ
り 

写
真
は
日
本
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
輸
送

（
全
日
空
の
前
身
）
設
立
当
時
の

幹
部
▼

前
列
左
か
ら
三
人
目
が 

岡
崎
氏
、
右
隣
が
美
土
路
氏
。 

明
治
神
宮
に
て
。 

― 

美
土
路
昌
一
先
生  

― 

美
土
路
昌
一
氏
▼
明
治
一
九
～

昭
和
四
八
年
。
岡
山
県
出
身
。

早
大
中
退
後
、
東
京
朝
日
新
聞

に
入
社
、
昭
和
三
九
年
か
ら
同

四
二
年
ま
で
社
長
を
務
め
た
。

同
二
七
年
日
本
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

輸
送
㈱
創
設
、
同
三
六
年
一
一

月
ま
で
社
長
を
務
め
た
。
岡
崎

氏
は
美
土
路
氏
に
請
わ
れ
副
社

長
で
経
営
参
画
、
同
三
六
年
よ

り
社
長
を
務
め
た
。 

嘉
平
太
氏
が
出
会
っ
た
人
々 

み
ど
ろ
ま
す
い
ち 



 

･ 今に響くメッセージを持った本物という番組制作の絞り方が素晴らしい｡ 

･ お話をお聞きして日本と中国の関係をより深く知ることが出来ました｡ 

･ 映像もあり制作関係者の解説を聞ける大変有意義な会でした｡ 

･ 中国青年を研修に招いた事業､日中の中学生の交流などこれからも大切だと 

 思いました｡私も必ず中国に行ってみたいと思いました｡ 

･ ｢相手をよく知る｣努力､｢人の身になって考える｣努力を少しでもしていきたい｡ 

 講演会に参加するのは２回目ですが参加するたびに岡崎嘉平太さんの本当の 

 偉大さ､すばらしさを学ぶことができ､充実した時間を過ごせたと感謝しており 

 ます｡またの企画を楽しみにしております｡   
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 平成１９年３月､ＮＨＫスペシャル｢ラストメッセージ 命をかけた

日中友好 岡崎嘉平太｣が放映されました｡この番組は､１年以上にわ

たる綿密な取材で､日中国交正常化に向け活躍した岡崎氏の功績や 

当時の情勢などもわかりやすく制作されており､大きな反響がありま

した｡そこで､制作チーフ･プロデューサーの下田大樹氏に講演して 

いただいたところ､１２０名を超える方に聴講していただきました｡  

 下田氏は､映像を交えて企画の意図や制作当時のエピソード､岡崎 

氏の業績がどう引き継がれているかなどを､大変わかりやすく話され 

ました｡ 

 この講演記録は､春に頒布の予定です｡ 

岡崎嘉平太記念館  特別講演会  

日中友好のかけ橋 岡崎嘉平太 ーＮＨＫスペシャル制作について聞くー 

１１月１０日(土)開催 
  

演題 ｢テレビ制作を通して見た岡崎嘉平太氏｣  

講師･下田氏 

会場の様子（場所:吉備高原リゾートホテル） 

大きなスクリーンには映像が映し出された 
NHK ロケ風景（場所:岡崎嘉平太記念館内） 

左から国井アナウンサー､下田氏(平成19年2月) 

聴講された方々の○○○声声声 

主な催し催し催しのご紹介 



１０月５日(金)～１１月３０日(金) 開催     
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 生誕110周年記念｢郷土出身の偉人 岡崎嘉平太氏の中国での足跡を訪ねる 

 現地研修会｣  〔 (財)岡山県郷土文化財団主催の現地研修会 〕 
 

 １０月２３日(火)～２８日(日) 
   

  岡崎氏のご長男･岡崎彬氏ご夫妻のご案内により､(財)岡山県郷土文化財団 

  会員による､岡崎嘉平太氏の中国での足跡を訪ねる現地研修会が行われました｡ 

  ５泊６日の日程で岡崎氏ゆかりの地､旧華興商業銀行やピアスアパート(上海 

 駐在時代に岡崎氏が住まれていた)､内山完造記念館(上海)､吉備真備記念碑園 

 (西安)､中日友好協会(北京)などを巡りました｡中日友好協会では､同協会副会長  

王效賢先生のお話をお聴きしました｡ 

 王先生は､周恩来総理の通訳として､周総理

と岡崎先生の親交を近くで見守られておられ

ました｡改めて先人の偉大さに想いを馳せ､ 

一般の旅行では得難い貴重な経験をすること 

ができました｡ 
 前列右より２番目から岡崎彬ご夫妻､ 

 王先生､田中常務､河田館長 

 この企画展に､期間中１５００名近い来館者が 

ありました｡岡崎氏が企業でつとめられた役職を 

示した年表(初公開)も好評で､写真パネルなどと 

あわせて約１００点で構成しました｡ 
   

 日中友好に尽力したことで知られる岡崎氏ですがもう一つの

側面である､経済界での活躍を多くの人に紹介できるよい機会 

となりました｡   

 岡崎氏は､戦後､池貝鉄工や全日空をはじめとする数多くの企

業を再建･設立されました｡そして社長などの要職をつとめられ

経営手腕を発揮､経団連などでも多くの役職をつとめられ､日本 

経済界に大きな足跡を遺されました｡  

 展示品からは､岡崎氏が職員をはじめ人と人とのつながりを 

大切にし､幅広い交流があったことがうかがえました｡そして､

岡崎氏が､高い理念と強い信念のもと､企業の社会に果たす役割

並びにアジアや世界の平和を考え､幅広い見識でもって､将来の 

日本を見据えて活躍されていたことを知ることができました｡ 

企画展「岡崎嘉平太 経済界での活躍」 

周 総 理 の 肖 像 
(全日空相談役室に掲げ

られていた) 

会場の様子 
（場所:岡崎嘉平太記念館内） 
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 この写真
しゃしん

は､岡崎嘉平太
おかざきかへいた

記念館
きねんかん

で行
おこな

った､企画展
きかくてん

で展示
てんじ

した表
ひょう

です｡ 

 実物
じつぶつ

の大
おお

きさは､高
たか

さ･幅
はば

ともに１７０㎝で､大人
おとな

の男
おとこ

の人
ひと

の背丈
せたけ

くらいありま

す｡写真
しゃしん

ではわかりにくいのですが､この表
ひょう

は､嘉平太
かへいた

さんが『いつからいつ 

まで』『何
なに

という会社
かいしゃ

の社長
しゃちょう

や代表
だいひょう

をしていたか』をまとめています｡ 

 私
わたし

たち職員
しょくいん

も嘉平太
かへいた

さんのつとめた仕事
しごと

の多
おお

さと期間
きかん

の長
なが

さに 

改
あらた

めて驚
おどろ

きました。ぜひ実物
じつぶつ

を記念館
きねんかん

に見
み

に来
き

てください｡ 

全日空
ぜんにっくう

で相談役
そうだんやく

をしてい

た頃
ころ

の嘉平太
かへいた

さん 
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